
事例 17  栃木県下野市  ～無料送迎バスによる移動支援～ 

 
 市 の 面 積 ： 74.6㎢ 

 市 の 人 口 ： 59,431 人（H27 年国勢調査） 

 選挙人名簿登録者数： 49,708 人（H28 参（選挙時登録）） 

 投 票 所 数 ： 22 箇所 

 期 日 前 投 票 所 数 ： 2 箇所（公共施設、大学） 

 直 近 選 挙 の 投 票 率 ： 53.76％（Ｈ28 参）50.16％（Ｈ26 衆） 

 18、19 歳の投票率： 18 歳：53.06％、19 歳：43.63％（Ｈ28 参） 

 

 
下野市では、平成 28 年 5 月の新庁舎開庁にあたり、市役所業務が分庁方式から新庁舎 1 箇所での

業務に統合された。これに伴い、各庁舎付近にあった３箇所の期日前投票所（国分寺公民館、石橋庁舎

プレハブ室、南河内公民館）を新庁舎 1 箇所に統合した。そのため選挙管理委員会では、旧期日前投票

所まで徒歩や自転車等で移動していた高齢者等の交通弱者の利便性や投票機会の確保のため、新庁舎期

日前投票所への巡回型の無料バスを運行することとした。 

当初は、市が運行しているデマンド（注文対応型）バスの利用も検討していたが、利用者の事前登録

が必要となること、１時間に１便の運行であるため帰りの便までの待ち時間が長くなることから、巡回

型のバスの運行とした。 

運行開始は平成２８年の参院選からであり、同年１１月の県知事選挙でも運行している。 

 

 

平成２８年の参院選、県知事選の運行状況は以下のとおりである。 

 

（平成２８年の参院選、県知事選の運行状況） 

 平成２８年７月参議院選挙 平成２８年１１月県知事選挙 

投票日 ７月１０日（日） １１月２０日（日） 

運行日 ６月３０日（木）、７月１日（金） １１月１６日（水）、１７日（木） 

運行ルート ９ルート ５ルート 

便数 すべて１日１便 ５ルート中、３ルートは１日２便（午前・
午後）、２ルートは１日１便 

台数 ３台（民間のバス２台、市有バス１台） ２台（どちらも民間のバス） 

事業費 352 千円 

・すべて業務委託料 
・市有バスの利用に係る経費は無料 

28１千円 

・すべて業務委託料 
 

 

帰りの便は投票所到着の約３０分後に発車することとしている。また、運用にあたっては、投票以外

の目的による来庁者の乗車も認めたが、途中下車は認めないこととした。 

 

取組内容 

取組に至る経緯 
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参院選では、市で実施している敬老会の送迎ルートを参考にしつつ、最初の停車場の発車から３０分

程度で投票所に到着できるよう、９つの運行ルートを設定した。しかし、利用者数が少なかったことか

ら、県知事選挙ではルートを見直し、５ルートに統合した。 

参院選では、民間バスのほかに市有バスも利用していたが、利用希望日が市役所内の他部署と重なる

可能性があること、バスの利用には早い段階で予約が必要なことから、知事選ではすべて委託とした。 

利用者は高齢者が多いと見込み、２回とも１台につきガイド１人を配置し、利用者の乗り降りのサポ

ートを行った。また、利用者が帰りの便にも乗車する予定の場合は、乗り遅れていないかを確認した。

民間のバスのガイドも市有バスのガイドも委託業務に含んでいる。 

移動支援の周知は、参院選では新聞折り込みチラシの配布、県知事選では市の広報紙と屋外拡声器放

送による利用の呼びかけを行った。 

 

参議院選挙時の新聞折り込みチラシ 

 

 

利用実績は、参院選が９人、県知事選挙が１２人だった。利用者数はバスに同乗しているガイドの報

告により記録している。 

 

 

 利用者数が少ないため、移動支援の周知を徹底し、利用率の向上を図りたい。また、運行ルートにつ

いても、定着をねらって現状のルートで続けるか、見直すかどうかも含めて検討する必要がある。 

今後の課題 

取組の実績・効果 
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